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平成 28年（2016年）

９／１５ 号
No. 1174

《
今
号
の
主
な
内
容
》

・
黒
目
川
の
遊
歩
道
が
通
行
止
め
に
な
り
ま
す 

２
面

・
東
部・中
部
地
域
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
受
付
窓
口
が
増
え
ま
す 
３
面

・
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動 

４
面

・
飼
い
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
は
お
済
み
で
す
か 

８
面

ペペペ 飼飼 いい 主主 皆皆 ささ んんッッ トト のの のの

飼育マナーとルールの確認を

　

月
か
ら

１０
「
燃
や
せ
る
ご
み
」と「
布
類（
古
布
）」の

戸
別
収
集
が
始
ま
り
ま
す

　
９
月　
日
（
火
）
～　
日
（
月
）
は
動
物
愛
護
週
間
で
す
。
こ

２０

２６

の
機
会
に
、
ペ
ッ
ト
や
身
近
に
い
る
動
物
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、

理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　
市
に
は
、
犬
や
猫
の
飼
育
マ
ナ
ー
な
ど
に
つ
い
て
寄
せ
ら
れ
る

相
談
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
ペ
ッ
ト
の
世
話
、
健
康
管
理
、
し
つ

け
は
飼
い
主
の
務
め
で
す
。
飼
育
マ
ナ
ー
と
ル
ー
ル
の
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
都
福
祉
保
健
局
環
境
保
健
衛
生
課
☎
０
３
・
５
３
２

０
・
４
４
１
２
ま
た
は
市
環
境
政
策
課
☎
４
７
０
・
７
７
５
３
へ
。

正
し
く
愛
情
を
持
っ
て

正
し
く
愛
情
を
持
っ
て 

終

生

飼

育

終

生

飼

育

をを

　
ペ
ッ
ト
は
、
共
に
暮
ら
し
心
を

通
い
合
わ
せ
ら
れ
る
命
あ
る
存
在

で
す
。
動
物
へ
の
虐
待
、
ペ
ッ
ト

の
遺
棄
は
法
律
で
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
誤
っ
た
飼
い
方
は
近
隣
の

方
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
生
じ
る
原
因

に
も
な
り
ま
す
。
飼
い
主
は
責
任

と
愛
情
を
持
っ
て
終
生
飼
育
し
ま

し
ょ
う
。

身

元

の

表

身

元

の

表

示示

　
迷
子
に
な
っ
た
ペ
ッ
ト
が
飼
い

主
の
元
に
戻
れ
な
い
ケ
ー
ス
は
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
飼
い
主
の
責

任
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
、
迷
子

の
ペ
ッ
ト
の
発
見
を
容
易
に
す
る

た
め
に
も
、
犬
に
は
鑑
札
を
着
け
、

猫
や
そ
の
他
の
ペ
ッ
ト
に
は
名
札

な
ど
を
着
け
ま
し
ょ
う
。

散
歩
時
の
ル
ー

散
歩
時
の
ル
ー
ルル

　
犬
の
散
歩
時
に
は
必
ず
リ
ー
ド

（
引
き
綱
）
で
つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う

（
都
条
例
）。
ま
た
、ペ
ッ
ト
の
お

し
っ
こ
は
す
ぐ
に
水
で
流
し
、
ふ

ん
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。
市
で

は
、「
東
久
留
米
市
ポ
イ
捨
て
等
の

防
止
及
び
路
上
喫
煙
の
規
制
に
関

す
る
条
例
」
で
飼
い
犬
な
ど
の
ふ

ん
の
放
置
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

災
害
に
備
え

災
害
に
備
え
るる

　
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
家
が

壊
れ
た
り
し
て
避
難
す
る
こ
と
に

な
っ
た
と
き
は
、
事
情
の
許
す
限

り
動
物
を
同
行
し
て
避
難
し
て
く

だ
さ
い
。「
普
段
か
ら
人
や
他
の
動

物
を
怖
が
ら
な
い
」「
嫌
が
ら
ず
に

ケ
ー
ジ
に
入
る
」「
ト
イ
レ
は
決
め

ら
れ
た
所
で
す
る
」
な
ど
の
し
つ

け
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
動
物

の
た
め
の
防
災
用
品
（
３
日
以
上

の
食
事
と
水
や
ケ
ー
ジ
な
ど
）
も

用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

猫
の
飼
育
は
屋
内

猫
の
飼
育
は
屋
内
でで

　
最
近
の
交
通
・
住
宅
事
情
を
考

え
る
と
、
猫
の
飼
育
は
屋
内
が
望

ま
し
い
と
い
え
ま
す
。
猫
は
家
具

な
ど
を
利
用
し
て
上
下
運
動
が
で

き
る
環
境
が
あ
れ
ば
、
家
の
中
で

飼
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
専
用
ト

イ
レ
、
爪
研
ぎ
な
ど
も
用
意
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
猫
は
年
２
・
３

回
出
産
し
、
す
ぐ
に
増
え
て
し
ま

い
ま
す
。
望
ま
な
い
猫
の
繁
殖
を

防
ぐ
た
め
に
も
、
不
妊
・
去
勢
手

術
を
し
ま
し
ょ
う
。

飼
い
主
の
い
な
い

飼
い
主
の
い
な
い
猫猫

　
飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
、不
妊・

去
勢
手
術
を
せ
ず
餌
だ
け
与
え
て

い
る
と
、
猫
は
ど
ん
ど
ん
増
え
て

し
ま
い
ま
す
。
餌
を
与
え
て
い
る

方
は
、
次
の
こ
と
を
心
掛
け
、
愛

情
と
責
任
を
持
っ
て
猫
に
接
し
ま

し
ょ
う
。

　
①
今
以
上
に
猫
が
増
え
す
ぎ
な

い
よ
う
不
妊
・
去
勢
手
術
を
し
ま

し
ょ
う

　
②
置
き
餌
を
せ
ず
、
食
べ
残
し

は
片
付
け
、
い
つ
も
清
潔
に
し
ま

し
ょ
う

　
③
ふ
ん
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
始
末

し
ま
し
ょ
う

　
④
近
所
の
人
た
ち
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
地
域
か
ら

理
解
が
得
ら
れ
る
努
力
を
し
ま
し

ょ
う

会
が
協
力
し
て
特
別
見
学
会
を
行

い
ま
す
。

柳
窪
見
学
会
２
０
１
６

柳
窪
見
学
会
２
０
１
６
秋秋

　
黒
目
川
源
流
域
の
遊
歩
道
を
巡

り
、
村
野
家
を
含
め
た
柳
窪
旧
集

落
の
古
民
家
５
軒
を
見
学
。
午
前

の
部
は
集
落
巡
り
の
途
中
で
柳
窪

 
囃  
子 
の 
山  
車 
巡
行
が
見
ら
れ
る
か

ば
や 
し 

だ 
し

も
し
れ
ま
せ
ん
。
午
後
の
部
は
天

神
社
で
柳
窪
囃
子
を
鑑
賞
し
ま
す
。

主
催
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
東
久
留
米

の
水
と
景
観
を
守
る
会
」「
柳
窪
の

環
境
・
景
観
の
保
全
を
考
え
る
会
」。

　
【
日
時
】　

月
１
日
（
土
）
午
前

１０

　
時
か
ら
と
、
午
後
１
時　
分
か

１０

１５

ら
　
【
集
合
場
所
】西
武
池
袋
線
東
久

留
米
駅
か
ら
バ
ス
「
武
蔵
小
金
井

駅
（
錦
城
高
校
経
由
）」
行
き
、

「
柳
窪
一
丁
目
」
停
留
所
か
ら
南

へ　
丿
先
の
四
つ
角
・
コ
ン
ビ
ニ

８０
エ
ン
ス
ス
ト
ア
前

　
【
定
員
】各
回　
人（
応
募
者
多

３０

数
の
場
合
は
抽
選
）

　
江
戸
時
代
か
ら
明
治
期
に
か
け

て
の
景
観
が
残
る
柳
窪
に
、
市
内

で
唯
一
の 
茅  
葺 
民
家
「
村
野
家
住

か
や ぶ
き

宅
」
が
あ
り
ま
す
。 
主  
屋 
を
中
心

し
ゅ お
く

と
し
て
、
離
れ
・
土
蔵
３
棟
・ 
薬 やく

 
医  
門 ・ 
中  
雀  
門 
が
平
成　
年
に

い 
も
ん 

ち
ゅ
う じ
ゃ
く も
ん

２３

国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
同
住
宅
は
個
人
住
宅
で
あ
る
た

め
普
段
は
見
学
が
で
き
ま
せ
ん
が
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と 
顧  
想 
園
サ
ポ
ー
ト

こ 
そ
う

ク
ラ
ブ
が
主
催
し
、
市
教
育
委
員

　
【
集
合
場
所
】「
村
野
家
住
宅
」

前
（
柳
窪
４
ノ　
ノ　
）

１５

４１

　
【
交
通
】西
武
バ
ス「
柳
窪
一
丁

目
」
バ
ス
停
下
車
、
徒
歩
７
分

（
途
中
案
内
標
識
あ
り
）

　
【
定
員
】
各
回
先
着　
人
５０

　
【
参
加
費
】５
０
０
円（
資
料
代・

維
持
協
力
費
）

　
申
し
込
み
は
①
が　

月　

日

１０

１１

（
火
）、
②
が　
月
４
日
（
金
）
ま

１１

で
に（
必
着
）、往
復
は
が
き
に
日

付
と
午
前
・
午
後
の
希
望
、
氏
名

（
１
枚
に
同
伴
２
人
ま
で
）・住
所
、

電
話
番
号
を
記
入
の
上
（
返
信
用

に
宛
名
を
書
い
て
）、〒
１
８
７
儿

０
０
４
１
、
小
平
市
美
園
町
１
ノ

６
ノ
１
ノ
２
０
７
、
株
式
会
社
兼

七
内
「
顧
想
園
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ

事
務
局
」
宛
て
郵
送
を
。

　
詳
し
く
は
同
ク
ラ
ブ
☎
０
４

２
・
３
４
４
・
６
７
３
５
ま
た
は

市
郷
土
資
料
室
☎
４
７
２
・
０
０

５
１
へ
。

　
【
参
加
費
】
６
０
０
円
（
資
料
・

保
険
代
な
ど
）

　
申
し
込
み
は
９
月　
日
（
金
）

２３

ま
で
に（
必
着
）、往
復
は
が
き
に

午
前
・
午
後
の
希
望
、
氏
名
（
１

枚
に
同
伴
２
人
ま
で
）・
住
所
・
電

話
番
号
（
申
込
者
全
員
）
を
記
入

の
上（
返
信
用
に
宛
名
を
書
い
て
）、

〒
２
０
３
儿
０
０
４
４
、
柳
窪
２

ノ　
ノ
６
、
奥
住
税
務
会
計
事
務

１１
所
内
「
見
学
会
担
当
」
宛
て
郵
送

を
。
　
詳
し
く
は
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
同
担
当
・
佐
藤
☎
４
７
２
・

６
６
４
８
（
フ
ァ
ク
ス
同
）
へ
。

「
村
野
家
住
宅
」特
別
見
学
会

「
村
野
家
住
宅
」特
別
見
学
会 

（
東
京
文
化
財
ウ
イ
ー
ク

（
東
京
文
化
財
ウ
イ
ー
ク 

２
０
１
６
企
画
事
業

２
０
１
６
企
画
事
業
））

　
【
日
時
】
①　
月　
日
（
水
）
②

１０

１９

　
月　
日（
日
）。
時
間
は
い
ず
れ

１１

１３
も
午
前　
時
か
ら
と
午
後
１
時
か

１０

ら
の
２
回

動
物
愛
護
ふ
れ
あ
い

動
物
愛
護
ふ
れ
あ
い 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催催

　
都
で
は
、
動
物
愛
護
週
間
中
の

９
月　
日
（
土
）
と　
日
（
土
）

１７

２４

に
「
動
物
愛
護
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。　
２８

年
度
の
テ
ー
マ
は
「
譲
渡
で
つ
な

ご
う
！
命
の
バ
ト
ン
」
で
す
。
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

①
９
①
９
月月　

日
（
土

日
（
土
））

１７１７

　
【
時
間
】午
前　
時
～
午
後
４
時

１１

　
【
会
場
】
上
野
恩
賜
公
園
内
（
台

東
区
上
野
公
園
・
池
之
端
三
丁
目
）

の
不
忍
池
蓮
地
周
辺
・
屋
外
ス
テ

ー
ジ
・
上
野
動
物
園

　
【
内
容
】「
動
物
愛
護
セ
レ
モ
ニ

ー
」「
パ
ネ
ル
展
示
」「
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
」
な
ど

　
当
日
直
接
会
場
へ
。

②
９
②
９
月月　

日
（
土

日
（
土
））

２４２４

　
【
時
間
】午
前　
時
～
午
後
４
時

１１

半
　
【
会
場
】東
京
国
立
博
物
館
平
成

館
講
堂
（
台
東
区
上
野
公
園　
ノ
１３

９
）
　
【
内
容
】「
人
も
動
物
も
幸
せ
に

な
れ
る
譲
渡
と
は
？
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
講
演
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
な
ど

　
【
定
員
】
先
着
３
９
０
人

　
【
入
場
料
】
無
料

　
申
し
込
み
は
９
月　
日
（
金
）

２３

正
午
ま
で
に
、
電
話
で
公
益
社
団

法
人
日
本
動
物
福
祉
協
会
☎
０

３
・
６
４
５
５
・
７
７
３
３
へ
。

　
詳
し
く
は
同
協
会
ま
た
は
都
福

祉
保
健
局
環
境
保
健
衛
生
課
☎
０

３
・
５
３
２
０
・
４
４
１
２
へ
。

方
は
自
宅
の
敷
地
内
の
接
道
付
近

に
、
集
合
住
宅
に
お
住
ま
い
の
方

は
、
専
用
の
集
積
所
ま
た
は
敷
地

内
の
決
め
ら
れ
た
場
所
へ
排
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
の
品
目
に
つ
い
て
は
、

今
ま
で
通
り
の
場
所
へ
排
出
し
て

　
　
月
の
最
初
の
収
集
日
か
ら
、

１０
今
ま
で
グ
リ
ー
ン
ボ
ッ
ク
ス
や

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
排
出
し
て
い

た
「
燃
や
せ
る
ご
み
」
と
「
布

類
（
古
布
）」
が
、
戸
別
収
集
に

な
り
ま
す
。

　
戸
建
て
住
宅
に
お
住
ま
い
の

を
排
出
す
る
た
め
の
目
印
と
し

て
、
カ
ラ
ー
コ
ー
ン
を
設
置
し

ま
す
。
グ
リ
ー
ン
ボ
ッ
ク
ス
を

持
ち
回
り
で
管
理
し
て
い
る
場

合
は
、
こ
の
カ
ラ
ー
コ
ー
ン
を

持
ち
回
り
で
置
い
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、　

月
か
ら
の
収
集
・

１０

回
収
曜
日
に
変
更
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
ま
で
通
り
、
収
集
曜

日
の
朝
９
時
ま
で
に
排
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
ご
み
対
策
課
☎
４

７
３
・
２
１
１
７
へ
。

く
だ
さ
い
。

　
グ
リ
ー
ン
ボ
ッ
ク
ス
は
、
９
月

の
最
終
収
集
後
に
閉
鎖
し
、
順
次

撤
去
し
ま
す
。
路
上
な
ど
の
グ
リ

ー
ン
ボ
ッ
ク
ス
が
あ
っ
た
場
所
に

は
、「
燃
や
せ
る
ご
み
」「
布
類

（
古
布
）」以
外
の
そ
の
他
の
品
目

　
市
で
は
、
毎
年　
月
１
日
の
市

１０

制
施
行
記
念
日
に
、
市
の
公
益
の

増
進
に
寄
与
し
、
市
民
の
生
活
と

文
化
の
向
上
に
特
に
功
労
の
あ
っ

た
方
を
表
彰
し
ま
す
。

　
今
年
は
当
日
午
後
１
時
半
か
ら
、

市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
表
彰
式
典

を
開
催
し
、
表
彰
状
を　
人
の
方

５０

と
６
団
体
に
、
感
謝
状
を
３
人
に

贈
呈
し
ま
す
。

　
※
手
話
通
訳
あ
り
。

　
表
彰
さ
れ
る
方
は
次
の
通
り
で

す
。
　
【
表
彰
状
】産
業
功
労
＝
５
人
▽

技
能
功
労
＝
６
人
▽
保
健
衛
生
功

労
＝
２
人
▽
社
会
福
祉
功
労
＝
２

人
▽
防
災
功

労
＝
７
人
▽

行
政
功
労
＝

７
人
▽
住
民

自
治
功
労
＝

１
人
▽
納
税

功
労
＝
３
人
▽
環
境
功
労
＝
３
人

▽
善
行
＝
３
人
▽
社
会
教
育
功
労

＝
２
人
▽
市
民
体
育
功
労
＝
１
人

と
２
団
体
▽
文
化
功
労
＝
４
人
と

４
団
体
▽
特
別
栄
誉
ス
ポ
ー
ツ
功

労
＝
１
人
▽
自
治
功
労
＝
３
人

　
【
感
謝
状
】土
地
の
寄
附
＝
３
人

　
詳
し
く
は
秘
書
広
報
課
秘
書
係

☎
４
７
０
・
７
７
１
２
へ
。

村野家住宅　主屋

「
村
野
家
住
宅
」秋
季
特
別
見
学
会
を

実
施
し
ま
す

国
登
録
有
形
文
化
財

　

年
度
表
彰
式
典
を
開
催
し
ま
す

２８　

月
１
日（
土
）に
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で

１０


